
企画展

『善の研究』ができるまで
令和5年
（2023 年） 3/28（火）〜9/24（日）
協力：金沢大学附属図書館

【企画展関連イベント】要申込・1ヶ月前から受付開始

■ 2023 年度西田幾多郎哲学講座①�
「『善の研究』成立と悲哀の体験」
講　師：哲学館館長　浅見　洋�
日　時：5月27日（土）13:30 ～ 15:30�
参加費：500 円（西田幾多郎哲学講座年間受講者は不要）

■講演会�
「四高は『善の研究』のふるさと�
� 金沢大学の蔵書から見た西田幾多郎」
講　師：�橋　洋平氏�

（金沢大学附属図書館 情報部情報サービス課長）
日　時：8月5日（土）13:30 ～ 15:00　参加費：無料



『善の研究』契約書

【主な展示内容】

企画展

『善の研究』ができるまで
令和5年
（2023 年）3/28（火）〜9/24（日）
協力：金沢大学附属図書館

2022 年 4 月、長年日本哲学の研究者の間で「幻
の本」と呼ばれていた『西田氏実在論及倫理学』の
所在が、哲学館の調査により金沢大学附属図書館の
蔵書で確認されました。この資料は、旧制第四高等
学校（金沢大学の前身校の一つ）で幾多郎の講義を
受講した学生が、試験のために印刷した講義草稿『実
在論』と『倫理学』を合本して印刷したもので、そ
の後出版される『善の研究』の「第二編 実在」、「第
三編 善」のもととなる資料です。
幾多郎が京都帝国大学の助教授に就任した翌年、
明治 44（1911）年に出版された『善の研究』は、
幾多郎が旧制第四高等学校にて教鞭を執っていた時
期に執筆した論文や講義の内容をまとめたものです
が、その原稿は未だ見つかっていません。しかし、『善
の研究』刊行前に出版された雑誌や、四高生の印刷
物、幾多郎の日記などから、徐々に『善の研究』が
どのように編まれていったのかが浮かび上がってき
ました。
日本で最初の哲学書とも称され、現在に至るまで
世界各国で読み継がれてきた幾多郎最初の著作『善
の研究』。その成立過程を辿ります。

■■『西田氏実在論及倫理学』�
（金沢大学附属図書館所蔵）
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三々塾集合写真 明治40（1907）年 6月撮影／中列右から2人目が幾多郎

【期間限定メニュー】喫茶テオリアにて

「魅惑のクリームみつ豆」
菓子を禁じた幾多郎も思わず食べてしまうかも…！？

期　間：3月28日（火）〜9月24日（日） 
価　格：350円

■「知と愛」『精神界』第 7巻第 8号�
（金沢大学附属図書館所蔵）

■「宗教論」『学習院輔仁会雑誌』第 80号�
（金沢大学附属図書館所蔵）

■「純粋経験と思惟及意思」『北辰会雑誌』第 51号�
（金沢大学附属図書館所蔵）

■「実在に就て」『哲学雑誌』第 241号�
（金沢大学附属図書館所蔵）


